
【中空知支所：地域第一係】

課題番号19

水稲を基幹とした持続可能な経営の確立
～ 創（総）意工夫で未来へ躍進 ～

対象：新十津川町総進４・５地区（13戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

現状・課題 改善策

土地利用型作物の安定生産

高収益作物の推進

担い手への技術伝承と資質向上

水稲低コスト省力化技術の導入
新規畑作物の導入

新規園芸品目の導入

栽培・経営管理技術の習得

・土地利用型作物の安定生産
水稲低コスト省力化技術の導入

密播中苗、乾田直播の導入

青空教室･戸別巡回（育苗､本田） 密播中苗ほ場の収量調査

新規畑作物の導入

『子実用とうもろ
こし』の作付支援

・町内栽培事例の提供
・栽培技術を助言
・ほ場の排水改善実証ほ
を設置

・目標収量700kg/10a

・高収益作物の推進
新規園芸品目の導入

『にんにく』の導
入と栽培技術支援

・担い手への技術伝承と資質向上
栽培・経営管理技術の習得

水稲学習会を開催

農業試験場へ視察研修

自分達で生育調査を行い理解を深めた 病害虫について受講中

子実用とうもろこしの
根張りを確認

調査区を設置

・令和５年よりにんにく(種球)の
作付けを開始

・令和７年産の販売球確保に向け
植え付けや防除技術等を助言

排水改善実証ほ

冬期の
個別面談

・収量･品質の
向上･安定
・既存畑作物
の安定生産
・経営の新部門
確立
・リーダー農家
として地域貢献

家族経営が中心
水稲専業農家､複合経営（水稲＋園芸・畑作）

規模拡大農家へ農地が集約 → 労働力不足

経営移譲による若手経営者増加
→ 技術習得・情報支援の場が少ない



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

・高収益作物の推進

新規園芸品目の導入（にんにく導入面積：240㎡→200㎡ 85％）

植付時期 適期防除 除けつ とう摘み 適期収穫

△ △ ○ ○ ○

※○：実施できた、△おおむね実施できた

表１ 提案技術と実施状況

（目標 → 実績 達成度％）

・土地利用型作物の安定生産

水稲低コスト省力化技術の導入（５戸→４戸 80％）

・担い手への技術伝承と資質向上
栽培・経営管理技術の習得（学習会活動参加率：60％→69％ 115％）

・栽培管理技術は概ね定着
※アンケート結果(栽培管理技術の習得)

身に付いた:６割、概ね身に付いた:３割

・学習した技術は早速実践
(育苗での防風ネット等）

・若手リーダーが北海道農業士に認定

・生育調査の方法が身に付いた。
・「いもち病」の確認ポイントが
わかったよ。

・もっと他の若手農業者と交流し
たいね。

新規畑作物の導入（子実用とうもろこしの導入戸数：０戸→1戸 100％）

図３ 現地実証に基づく作付体系案

大豆

秋まき小麦（大豆間作）＋後作緑肥

秋まき小麦（大豆間作）＋収穫後一ヶ月湛水

排水対策

＋

子実とうもろこし

大豆

・土地利用作物の安定生産

・担い手への技術伝承と資質向上 →

・高収益作物の推進 →

各種学習会を継続→栽培・経営管理の習得

収量・品質確保に向けて支援

水稲低コスト省力化技術の導入 → 学習会等を継続→省力化技術の定着

新規畑作物の導入 → 後作物への効果検証、輪作体系の実践

図２労働時間の比較図１ 経費の比較

・適正な植え付けや適期防除を実践→生育が確保
・令和7年産の植付面積を確保→収入を試算

・は種深度、栽植密度、施肥管理などを
習得し目標収量を達成

・転作畑の作付体系案を作成し提案

図４ 子実用とうもろこし収量比較

・約９ha拡大
（密播中苗３戸､乾田直播１戸）

・従来に比べ密播中苗は労働時間、
経費共に大幅に削減

表２ にんにく(収穫用)の経済性


